20　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さかぐちあん),坂口安)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ご),吾)「茶番に寄せて」
 ─道化文学（喜劇）に対する筆者の見解を述べたエッセイ
17年度　早稲田大学
★　次の文章は、作家の坂口安吾が一九三九年に書いた「茶番に寄せて」である（一部省略した箇所がある）。これを読んで、あとの問いに答えよ。
 eq \o\ac(□,1)　日本には eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すぐ),傑)れた道化芝居が eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほと),殆)んど公演されたためしがない。文学の方でも、井伏鱒二という特異な名作家が存在はするが、一般に、批評家も作家も、編輯者も読者も厳粛で、笑うことを好まぬという風がある。
 eq \o\ac(□,2)　僕はさきごろ『文体』編輯の北原武夫から、思いきった戯作を書いてみないかという提案を受けた。かねて僕は戯作を愛し、落語であれ漫才であれ、インチキ・レビュウの脚本であれ、頼まれれば、白昼も芸術として堂々通用のできるものを書いてみせると大言　　　１　　　していたことがあるものだから、紙面をさいてくれる気持になったのである。北原の意は有難いが、読者がそこまでついてきてくれるかどうかは疑わしい。けれども僕は、そのうち、思いきった戯作を書いて、読者に見参するつもりである。
 eq \o\ac(□,3)　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　
 eq \o\ac(□,4)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しか),然)し、諷刺は、笑いの豪華さに比べれば、極めて貧困なものである。諷刺する人の優越がある限り、諷刺の足場はいつも危く、その正体は貧困だ。諷刺は、諷刺される物と対等以上であり得ないが、それが　　　３　　　という正当ならぬ方法を用い、すでに自ら不当に高く構えこんでいる点で、物言わぬ諷刺の対象がいつも勝を占めている。
 eq \o\ac(□,5)　諷刺にも優越のない場合がある。諷刺者自身が同時に諷刺される者の側へ参加している場合がそうで、また、諷刺が虚無へ渡る橋にすぎない場合がそうだ。これらの場合は、諷刺の正体がすでにａ合理に属しているから、もはや諷刺と言えないだろう。諷刺は本来笑いの合理性を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おきて),掟)とし、そこを踏み eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はず),外)してはならないのである。即ち諷刺は対象への否定から出発する。これは道化の邪道である。むしろ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にせもの),贋物)なのである。
 eq \o\ac(□,6)　正しい道化は人間の存在自体が eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はら),孕)んでいる不合理や矛盾の肯定からはじまる。警視総監が泥棒であっても、それを否定し eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(や　ゆ),揶揄)するのではなく、そのような不合理自体を、合理化しきれないゆえに、肯定し、丸呑みにし、笑いという豪華な魔術によって、 eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(う　や　む　や),有耶無耶)のうちにそっくり昇天させようというのである。ｂ合理の世界が散々もてあました不合理を、もはや精根つきはてたので、突然不合理のまま丸呑みにして、笑いとばして eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しま),了)おうというわけである。
 eq \o\ac(□,7)　だから道化の本来は　　　４　　　だ。そこまでは合理の法でどうにか eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さば),捌)きがついてきた。ここから先は、もう、どうにもならぬ。―という、ようやっと持ちこたえてきた合理精神の歯をくいしばった渋面が、笑いの国では、突然 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あか),赤)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふんどし),褌)ひとつになって裸踊りをしているようなものである。それゆえ、笑いの高さ深さとは、笑いの直前まで、合理精神が不合理を合理化しようとしてどこまで努力してきたか、そうして、とうとう、どの点で eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かぶと),兜)を脱いで投げ出してしまったかという程度による。
 eq \o\ac(□,8)　だから道化は戦い敗れた合理精神が、完全にｃ合理を肯定したときである。即ち、合理精神の悪戦苦闘を経験したことのない超人と、合理精神の悪戦苦闘に疲れ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なが),乍)らも決して休息を欲しない超人だけが、道化の笑いに鼻もひっかけずに済まされるのだ。道化はいつもその一歩手前のところまでは笑っていない。そこまではｄ合理の国で悪戦苦闘していたのである。突然ほうりだしたのだ。もしゃくしゃして、原料のまま、不合理を突きだしたのである。
 eq \o\ac(□,9)　道化は昨日は笑っていない。そうして、明日は笑っていない。一秒さきも一秒あとも、もう笑っていないが、道化芝居のあいだだけは、笑いのほかには何物もない。涙もないし、揶揄もないし、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すご),凄)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),味)などというものもない。裏に物を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たくら),企)んでいる大それた魂胆は eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),微)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じん),塵)もないのだ。ひそかに裏に諷しているしみったれた精神もない。だから道化は純粋な休みの時間だ。昨日まで営々と eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),貯)めこんだ百万円を、突然バラまいてしまう時である。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おし),惜)げもなく底をはたく時である。
 eq \o\ac(□,10)　道化は浪費であるけれども、一秒さきまで営々と貯めこんできた努力のあとであることを忘れてはならない。甚だしく勤勉な貯金家が、エイとばかり eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(や),矢)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にわ),庭)に金庫を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(け),蹴)とばして、札束をポケットというポケットヘねじこみ、さて、血走った眼付をして街へ飛びだしたかと思うと、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しっぷう),疾風)のようにみんな使って、元も子もなくしてしまったのである。
 eq \o\ac(□,11)　道化の国では、ビールよし、シャンパンよし、おしるこもよし、なんでもいい。使い果してしまうまでは選り好みなしにＯ・Ｋだ。否定の精神がないのである。すべてがそっくり肯定されているばかり。泥棒も悪くないし、聖人も善くはない。学者は学問を知らず、裏長屋の熊さんも学者と同じ程度には物識りだ。即ち泥棒も牧師くらい善人なら、牧師も泥棒くらい悪人なのである。善玉悪玉の批判はない。人性の矛盾 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(どう),撞)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちゃく),着)がそっくりそのまま肯定されているばかり。どこまで行っても、ただ肯定があるばかり。
 eq \o\ac(□,12)　道化の作者は誰に eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひい),贔)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),屓)も同情もしない。また誰を憎むということもない。ただ肯定する以外には何等の感傷もない木像なのである。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あわ),憐)れな孤児にも同情しないし、無実の罪人もいたわらない。ふられる奴にも eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すけ),助)

 eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(だ　ち),太刀)しないし、貧乏な奴に eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いちもん),一文)もやらない。そうかと思うと、ふられた奴が eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こい),恋)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がたき),仇)の結婚式で祝辞をのべ、死んだ奴が花束の下から首を起して突然 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんおけ),棺桶)をねぎりだす。別段死者や恋仇をいたわる精神があるわけじゃない。万事万端ただ　　　５　　　万象の肯定以外に何物もない。どのような不合理も矛盾もただ肯定の一手である。解決もなく、解釈もない。解決や解釈で間に合うなら、笑いの国のお世話にはならなかった eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はず),筈)なのである。
 eq \o\ac(□,13)　フランスに『フィガロ』という『 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注１）),都新)聞』のような新聞がある。「セビリアの理髪師」や「フィガロの eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注２）),結婚)」のフィガロから来た名称らしく、なぜ私が笑うかって言うのですかい。笑わないと泣いちゃうからさ、というフィガロの eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せりふ),科白)が題字のところに刷りこんである（多分そうだったと思いますよ）。「セビリアの理髪師」や「フィガロの結婚」は eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なか　なか),却々)の名作だが、６ここに引用したような笑いの精神は、僕のとらないところである。 eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(よ　の),世之)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すけ),介)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注３）),の武)者振りや源内 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注４）),先生)の戯作には、そういうケチな魂胆がない。
 eq \o\ac(□,14)　一言にして僕の笑いの精神を表わすようなものを探せば、「浜松の音は、ざざんざあ」という７太郎冠者がくすねた酒に酔っぱらい、おきまりに唄いだすはやしの文句でも引くことにしようか。「橋の下の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょう),菖)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶ),蒲)は誰が植えたしょうぶぞ。ぼろおんぼろおん」という８山伏のおきまりの祈りの文句にでもしようか。それ自体が不合理だ。人を納得させもしないし、偉くもない。ただゲタゲタと笑うがいいのだ。一秒さきと一秒あとに笑わなければいいのである。そのときは、笑ったことも忘れるがいい。そんなにいつまで笑いつづけていられるものじゃないことは分りきっているのである。
 eq \o\ac(□,15)　道化文学は、作者にとっては、趣向がすべてであり、結果としては読者から、笑ってもらうことがすべてなのである。
（注）　１『都新聞』…一八八四年に創刊され、文芸・演劇面に特色があった新聞。
　　　　２「セビリアの理髪師」「フィガロの結婚」…ともにフランスの劇作家ボーマルシェ作の喜劇。
　　　　３「世之介」…井原西鶴の浮世草子『好色一代男』の主人公。
　　　　４「源内先生」…平賀源内。江戸中期の博物学者・戯作者。
問１　空欄　　１　　・　　５　　には、１「実力もないのに大きなことを言うこと」、５「宇宙間に存在するすべてのもの」を意味する漢字四字の熟語の一部が入る。それぞれ楷書で解答欄に記せ。
１＝［　　　　　　　　　　］　　５＝［　　　　　　　　　　］
問２　傍線部ａ～ｄの「合理」の中に、本来は「不合理」と入るべきで、このままでは意味の通らない箇所が二箇所ある。次の中から二つ選べ。
イ　ａ　　ロ　ｂ　　ハ　ｃ　　ニ　ｄ
問３　空欄　　２　　には、次の五つの文から構成される一段落が入る。五つの文を正しく並べ替えたとき、三番目に来る文はどれか。次の中から一つ選べ。
イ　そうして、喜劇には諷刺がなければならないという考えをもつ。
ロ　ところが何事も合理化せずにいられぬ人々が存在して、笑いもEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(また),亦)合理的でなければならぬと考える。
ハ　笑いは不合理を母胎にする。
ニ　無意味なものにゲラゲラ笑って愉しむことができないのである。
ホ　笑いの豪華さも、その不合理とか無意味のうちにあるのであろう。
問４　空欄　　３　　に入る語句として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　諷刺　　ロ　魔術　　ハ　道化　　ニ　揶揄　　ホ　批判
問５　空欄　　４　　に入る語句として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　肯定と否定のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そうこく),相剋)　　　ロ　合理精神の休息
ハ　人間存在の逆説　　　　ニ　社会諷刺の隠れEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みの),蓑)
ホ　予期せぬ笑いの魔術
問６　傍線部６に「ここに引用したような笑いの精神は、僕のとらないところである」とあるが、それはなぜか。その説明として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　笑いと涙は表裏一体のものであり、本来の笑いの精神からいえば、笑いのうちに涙を含んでいるものだから。
ロ　笑いは人類に普遍的な行為であり、フィガロの言葉だけではとても本来の笑いの精神をとらえることができないから。
ハ　笑いも涙も突発的なもので、なぜ突然泣いたり笑ったりするのか本人にも理由がわからないのが本来の笑いの精神だから。
ニ　笑いのなかにしか人生の真実はなく、本来の笑いの精神からいえば涙など一滴も入り込む余地は考えられないから。
ホ　笑いはただおかしいから笑うばかりで、その理由を解釈すること自体が本来の笑いの精神からはずれているから。
問７　傍線部７「太郎冠者」、８「山伏」はいずれも、能楽とともに室町時代に発達した軽妙・滑稽な芸能の登場人物である。その芸能の名称を、楷書で解答欄に記せ。
［　　　　　　　　　　　　　　　］
◎問８　問題文の内容と合致するものとして最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　笑いは不合理の産物だが、その笑いが傑れた道化芝居になるためには合理的な解釈と気のきいた諷刺が必要で、日本には「セビリアの理髪師」や「フィガロの結婚」のような諷刺劇の伝統がないために、傑れた道化芝居が上演されることが少ない。
ロ　道化というのは、人生の戦いに敗れた合理精神が何もかも投げ出してしまう瞬間に生れる一瞬の哄笑こそが命で、その瞬間に到達するまでは一切の笑いを禁じられ、修行僧のような難行苦行に悪戦苦闘する不合理な経験を強いられている。
ハ　諷刺が笑いに比べて貧困なのは、本来対象とは対等であるにもかかわらず、自らを高く構えて対象に優越しようとするからで、この世のあらゆるものを肯定し、不合理を不合理としてまるごと享受する笑いの豪華さにはとても及ばない。
ニ　笑いに否定の精神がないというのは、すべてをそのまま受け入れるということを意味しているが、そのことを通して憐れな孤児や無実の罪人の存在を世に知らしめ、感傷的にならずに社会的弱者を救済し手をさしのべる契機をもたらしている。
ホ　道化の国では、あらゆるものの価値が転倒し善悪正邪が入れ代わることで笑いが発生するが、それは道化芝居のなかだけに起こる出来事であって、現実にはありえないからこそ純粋に笑ってその不合理な行為を肯定することができるのである。
問９　問題文の冒頭に名前が出てくる井伏鱒二の小説を次の中から一つ選べ。
イ　浅草紅団　　ロ　風立ちぬ　　ハ　蟹工船
ニ　山椒魚　　　ホ　夜明け前
【解答】
問１　１＝壮語　５＝森羅
問２　イ・ハ
問３　ロ
問４　ニ
問５　ロ
問６　ホ
問７　狂言
問８　ハ
問９　ニ
